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冒頭にあいさつする牧野会長

吉野局長ら新潟労働局の出席者

32人が模擬団体交渉に参加

交渉を重ねてできあがった
妥結書を手に労使で記念撮影
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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！
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12月の主な活動
	3日	 第１回地協代表者会議
	 	 立憲民主党新潟県連
	 	 	 との第４回定期協議

	9日	 第１回労働条件委員会

	10日	 下越地協意見交換会

	15日	 第18回構成組織
	 	 	書記長・事務局長会議

	16日	 第２回四役会議

	20日	 第２回執行委員会

	21日	 第１回組織対策委員会

　

11
月
８
日
、
新
潟
県
庁
に
て

「
２
０
２
３
年
度
新
潟
県
予
算

に
関
す
る
施
策
要
望
書
」
を
花

角
知
事
へ
手
交
し
ま
し
た
。
今

年
の
要
請
項
目
は
11
分
野
39
項

目
で
、
牧
野
会
長
は
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
で
次
の
３
項
目
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

①�

県
内
労
働
者
の
労
働
時
間
縮

減
や
、
有
給
休
暇
取
得
増
加

の
た
め
の
施
策
・
制
度
の
周

知
。

②�

急
激
な
物
価
高
に
対
す
る
県

と
し
て
の
支
援
対
策
と
、
国

に
対
す
る
支
援
お
よ
び
対
策

の
要
請
。

③�

経
済
的
事
情
で
子
ど
も
を
産

む
こ
と
を
諦
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
な
対
策
の
実
施
。

　

12
月
９
日
に
行
わ
れ
た
労
働

条
件
委
員
会
で
の
闘
争
方
針
の

議
論
か
ら
、
連
合
新
潟
の
２
０

２
３
春
季
生
活
闘
争
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
次

闘
争
は
連
合
本
部
が
28
年
ぶ
り

に
賃
金
要
求
指
標
を
５
％
と
し

た
こ
と
で
世
間
の
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
５
％
は

急
激
な
物
価
上
昇
に
対
応
す
る

た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
０
１
４
闘
争
か
ら
積

み
上
げ
て
き
た
「
底
上
げ
」「
底

支
え
」「
格
差
是
正
」
の
取
り

組
み
の
積
み
上
げ
に
、
労
働
者

の
生
活
を
持
続
的
に
維
持
・
向

上
さ
せ
る
た
め
の
指
標
で
す
。

産
業
や
職
種
に
よ
る
交
渉
背
景

の
違
い
を
理
解
し
あ
い
な
が
ら

も
、「
人
へ
の
投
資
」
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

秋
以
降
、
経
団
連
が
会
員
企

　

11
月
25
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
に
て
、
新
潟
労
働

局
と
令
和
４
年
度
地
域
産
業
労

働
懇
談
会
を
開
催
し
、
連
合
新

潟
か
ら
は
牧
野
会
長
を
は
じ
め

11
人
、
新
潟
労
働
局
か
ら
は
吉

「
２
０
２
３
年
度
新
潟
県
予
算
に

対
す
る
施
策
要
望
」　

の
要
請
行
動
を
実
施

特定（産業別）最低賃金が決定
　新潟県の最低賃金が10月１日から890円となったことに続き、
特定（産業別）最低賃金についても審議がすすめられ、下記のとお
り決定しました。

▼新潟県最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（前年比） 効力発生日

新潟県内に働くすべての
労働者に適用

890円
（＋31円）

2022年10月１日

▼特定（産業別）最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（前年比） 効力発生日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具、製造業
（�電球製造業及び電気計
測器製造業を除く）

965円
（＋29円）

2022年12月28日

自動車（新車）、自動車部
分品、附属品小売業

961円
（＋25円）

2022年12月29日

各種商品小売業
（�衣食住にわたる商品を
小売りする百貨店、総
合スーパー等）

890円
（地域別最低賃金を適用）

　＊適用除外業務などのお問い合わせは、
　　連合新潟、新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

2022年末一時金　連合新潟第2回集計結果
� （12月6日現在）

＜年末一時金�回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末（今季）回答妥結組合の総計
　額 集 計：� 70組合（12,441人）
　月数集計：� 73組合（13,598人）

◎組合員１人平均（加重平均）
� 　　　額：506,210円	 月数：2.03ヶ月
� 昨年　額：474,677円� 月数：1.93ヶ月

（昨年との差　額：＋31,532円、月数：＋0.09ヶ月）

◎組合平均（単純平均）
� 　　　額：402,657円	 月数：1.80ヶ月
� 昨年　額：373,666円� 月数：1.73ヶ月

（昨年との差　額：＋28,990円、月数：＋0.07ヶ月）

☆調査対象組合363組合（69,255人）中、140組合（30,986人）
が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）

＜年末一時金�要求集計結果＞
【額集計】

業種別
集計組合 組合員１人平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 金額 金額

計 59 10,518 610,631 539,423

2021年同時期 576,641 501,550

【月数集計】

業種別
集計組合 組合員１人平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 月数 月数

計 88 13,880 2.33 2.25

2021年同時期 2.24� 2.09�

　

花
角
知
事
か
ら
は
「
連
合
新

潟
の
み
な
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら

労
働
環
境
の
改
善
や
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
、
県
民
の
豊
か
な

生
活
の
実
現
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
要
請
い
た
だ
い
た
も
の

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ど
の

よ
う
に
来
年
度
予
算
へ
反
映
し

て
い
け
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
参
加
し
た

副
会
長
か
ら
、
各
産
業
・
職
場

の
課
題
や
実
態
を
伝
え
て
対
策

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
今
後
も
行
政
や

経
済
団
体
な
ど
へ
、
働
く
人
の

立
場
に
た
っ
た
要
請
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

新
潟
県
の
労
働
行
政
に
つ
い
て
労
働
局
と
意
見
交
換

未
来
の
執
行
委
員
長
と
社
長
が
大
集
合

第
26
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
開
催

地
域
産
業
労
働
懇
談
会
を
開
催

野
局
長
を
は
じ
め
10
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
上
期
の
労
働
行

政
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
部
、

職
業
安
定
部
、
雇
用
・
環
境
均

等
室
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
や
説

明
を
受
け
、
連
合
新
潟
か
ら
は

最
低
賃
金
周
知
に
関
わ
る
取
り

組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

在
籍
型
出
向
に
関
わ
る
補
助
金

の
活
用
や
周
知
状
況
、
中
小
企

業
が
賃
上
げ
を
行
う
た
め
の
助

成
金
の
活
用
、
自
動
車
運
転
者

の
健
康
確
保
の
観
点
か
ら
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
改
善

基
準
告
示
」
の
実
施
後
に
想
定

さ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の

対
応
、
時
間
外
労
働
の
管
理
な

ど
に
つ
い
て
、
新
潟
労
働
局
の

各
担
当
部
門
と
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　

11
月
26
日
、
青
年
委
員
会
は
、

新
潟
市
で
「
第
26
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
新

潟
か
ら
片
原
匡
郁
書
記
長
と
櫻

井
竜
義
常
任
執
行
委
員
を
講
師

に
迎
え
、「
模
擬
団
体
交
渉
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は

架
空
会
社
の
経
営
者
と
労
働
組

合
役
員
に
分
か
れ
て
、
賃
上
げ

と
付
帯
要
求
に
つ
い
て
の
団
体

交
渉
を
行
う
も
の
で
、
参
加
者

は
４
つ
の
労
使
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
戦
を
練
っ

て
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

　

労
組
側
は
、
こ
こ
数
年
の
会

社
の
利
益
状
況
や
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
業
績
に
与
え
る
影

響
、
上
昇
す
る
消
費
者
物
価
指

数
、
連
合
の
め
ざ
す
賃
上
げ
水

準
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
要
求

書
を
つ
く
っ
て
提
出
。
経
営
側

も
経
営
分
析
と
従
業
員
の
声
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
回
答
。
そ

の
後
に
労
使
交
渉
を
繰
り
返
し
、

す
べ
て
の
労
使
が
妥
結
と
な
り

ま
し
た
。

　

早
々
に
妥
結
に
至
っ
た
労
使

が
あ
れ
ば
、
最
後
ま
で
電
卓
を

た
た
き
続
け
て
い
た
経
営
陣
、

ま
た
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
と
い
う

言
葉
を
出
す
労
組
も
あ
り
、
熱

く
真
剣
な
討
議
と
交
渉
は
、
終

了
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る

ほ
ど
。
近
い
将
来
、
参
加
者
か

ら
執
行
委
員
や
委
員
長
に
就
任

す
る
人
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る

期
待
が
高
ま
っ
た
ユ
ー
ス
ラ
リ

ー
と
な
り
ま
し
た
。

業
に
積
極
的
な
賃
上
げ
を
要
請

す
る
方
針
を
固
め
た
り
、
花
角

知
事
が
県
商
工
会
議
所
連
合
会

へ
賃
上
げ
を
直
接
要
請
す
る
な

ど
、
社
会
的
に
賃
上
げ
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
賃
金
を
上
げ
る
の
も
、
世

間
相
場
を
つ
く
る
の
も
私
た
ち

労
働
組
合
で
す
。
い
く
ら
世
間

に
賃
上
げ
ム
ー
ド
が
あ
っ
て
も
、

労
働
組
合
が
し
っ
か
り
と
要
求

し
、
交
渉
し
な
け
れ
ば
、
賃
上

げ
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　

働
く
仲
間
の
く
ら
し
を
ま
も

り
、
こ
の
先
の
未
来
を
つ
く
る

の
は
私
た
ち
自
身
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
、
２
０
２
３
春
季
生

活
闘
争
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

くらしをまもり、未来をつくる。
2023春季生活闘争スタート

　

第
32
回
年
次
大
会
に
お
い

て
中
越
地
協
事
務
局
長
に
信

任
い
た
だ
き
ま
し
た
自
治
労

県
職
労
出
身
の
横
澤
で
す
。

中
越
地
協
は
「
地
域
に
顔
の

見
え
る
地
協
活
動
」
を
基
本

に
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
方
が
築

い
て
き
た
運
動
を
発
展
さ
せ
、

次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ

う
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連合新潟
中越地協事務局長

横澤 勝之
（自治労）

新
任
役
員
紹
介



連　　　合　　　新　　　潟

豪雨災害カンパ金贈呈 女性委員会、団結してガンバロー！

１年間の活動の様子を映像でもご報告

36%

0%

18%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ありません

わかりません

あります（無給）

あります（有給）

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル
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10
月
か
ら
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ｓ

ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
」
が

話
題
だ
。
偶
然
に

も
連
合
新
潟
は
10

月
に
、
聴
覚
障
が

い
が
あ
る
仲
間
に
焦
点
を
当
て

た
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

行
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
私
は
別

の
場
面
で
聴
覚
障
が
い
に
つ
い

て
の
話
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

言
葉
の
意
味
や
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
耳
か
ら
得
る
こ
と
が
多
い
が
、

ろ
う
者
は
そ
れ
が
で
き
な
い
た

め
、
言
葉
の
獲
得
が
難
し
い

（
二
次
障
が
い
）。
だ
か
ら
読

め
な
い
漢
字
も
多
い
。
で
も
新

聞
に
は
ふ
り
仮
名
が
な
い
。
ま

た
使
う
言
語
が
違
う
と
い
う
こ

と
は
文
化
が
違
う
と
い
う
こ
と
。

つ
ま
り
外
国
人
と
同
じ
だ
が
、

そ
れ
ら
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て

お
ら
ず
、
様
々
な
誤
解
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

聴
こ
え
な
い
人
か
ら
「
手
紙

や
筆
談
の
時
、
で
き
れ
ば
漢
字

に
は
ふ
り
仮
名
を
つ
け
て
欲
し

い
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
、
み

な
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
た
い
。

�

み

11月ホームページアンケート結果発表
質問：11月のHPアンケートは、「職場に生理休暇はありますか？」でした。
　結果は、有給での休暇が認められている職場が４割を超えて最多でし
た。その一方、連合東京のweb調査（対象人数�1,319人）によると、実
際に生理休暇を使用した人は１割程度にとどまり、理由には、周囲に知
られたくないなど取得にかかわる運用面での課題や生理痛への理解不足
などが挙げられており、もっと取得しやすい職場環境にしないとですね。
　念のためですが、生理休暇は労働基準法で定められていますので、就
業規則に生理休暇の定めがないからと拒むことは法律違反になります。
　さて、12月～来年１月にかけての連合新潟HPアンケートは、「資産形
成」に関してです。連合新潟ホームページからいつでも投票できます。

新潟県内は４団体が対象となりました！
今月は「アジアクラフトリンク」をご紹介します。

「連合・愛のカンパ」は、「自由、平等、公正で平和な世界の
実現」にむけた社会貢献活動として取り組むもので、 NGO・
NPO団体などの事業・プログラムへの支援、および自然災害
などによる被災者に対する救援・支援を目的としています。

2022年度 連合・愛のカンパ
新潟県内の支援団体が決定しました

○NPO法人 アジアクラフトリンク
 （助成回数：初）
助成金額50万円
新潟市江南区沢海2-16
理事長：	斎藤	秀一

団体からのメッセージ：
　ご支援誠にありがとうござ
います。私たちは、「一生残る、
技術力という支援」をモット
ーに、ミャンマーのクラフト産業の振興を支援するNPO法人で
す。現地の魅力的な素材と人々によって育まれた木工品や手織物
に、日本の技術と経験を持ち寄り、互いに学び合いながら世界に
通用する名産品づくりに取り組んでいます。ミャンマーでの活動
から生まれた木製食器や手しごと雑貨は、私たちが新潟市の北方
文化博物館で運営する「フェアトレードショップSai」でお手に
取って頂けます。ぜひお越し下さい！県内の学校や企業・団体様
と協力して各地イベントでも販売し、新潟とミャンマーの人々を
つなぐ試みを続けています。近年はSDGsへの具体的なアクショ
ンとして、植林されたユーカリを利用した世界でも珍しい木工品

づくりに挑戦中です。皆様のカンパ金
は大切にお預かりし、ミャンマーの
人々が、森づくりや木工生産を、働き
がいを持って続けるための活動に活用
させて頂きます。

2023年度 青年委員会・女性委員会新役員

役　職
青年委員会 女性委員会

氏　　名 構成組織 氏　　名 構成組織

委 員 長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 丸山さつき ＪＡＭ新潟

副委員長 木村　亮智 日 教 組 白川　裕子 日 教 組

事務局長 関川　貴大 自 治 労 廣松　千里 ＵＡゼンセン

事務局次長 中川　洋平 自動車総連 残 熊　 歩 自 治 労

委 員 笠 原 　 将 基 幹 労 連 木村　千絵 ＪＡＭ新潟

委 員 井野元康汰 紙 パ 連 合 小黒　寛子 電 機 連 合

委 員 西脇　直美 日 教 組 鈴木さおり 電 力 総 連

委 員 瀬沼　翔太 情 報 労 連 上野美津子 電 力 総 連

委 員 金子　賢一 にいがたユニオン 芳賀　朋子 Ｊ Ｐ 労 組

委 員 中川　佳己 全 労 金 本多　節子 情 報 労 連

委 員 佐藤　翔太 ＵＡゼンセン 高津　　縁 全 労 金

委 員 佐藤翔太郎 電 機 連 合

委 員 大場　悠也 電 力 総 連

委 員 池田　太生 Ｊ Ｐ 労 組

委 員 藤田　　稔 自動車総連

委 員 大滝　　滋 交 通 労 連

女性委員会・青年委員会
第34回総会開催

女性委員長に　丸山さつきさん再任
青年委員長に　山田隆之さん再任

て
は
、
活
動
を
と
お
し
て
女
性

組
合
員
の
輪
を
広
げ
て
い
け
る

よ
う
活
動
の
充
実
を
は
か
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に

丸
山
新
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
総
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
総
会
前
段
に
は
女

性
委
員
会
が
新
潟
駅
前
で
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
」
の
街

宣
行
動
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
同
会
場
で
青
年

委
員
会
第
34
回
総
会
も
開
催
し
、

感
染
対
策
を
し
な
が
ら
ウ
イ
ル

ス
禍
以
前
の
出
席
代
議
員
数
で

　

11
月
５
日
、
女
性
委
員
会
は
、

新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
で
第
34
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
度
の
活
動

報
告
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
で
延

期
と
な
っ
て
い
た
連
合
新
潟
結

成
30
周
年
記
念
女
性
委
員
会
企

画
と
し
て
女
性
集
会
を
開
催
し

た
こ
と
な
ど
の
報
告
を
行
い
、

２
０
２
３
年
度
の
活
動
に
つ
い

行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
一
年

間
の
活
動
報
告
を
し
た
あ
と
、

そ
れ
ら
の
活
動
の
写
真
を
動
画

に
ま
と
め
、
上
映
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
活
動
方
針
で

は
、
学
習
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
活
発
化
を
は
か
り
、

活
動
を
と
お
し
て
加
盟
組
織
の

さ
ら
な
る
連
帯
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
出
席
者
全
員
で
確
認
し

ま
し
た
。2023年

「新潟県労福協新春の集い」
日時　2023年１月５日（木）
　　　　　　	15時から17時30分
場所　ANAクラウンプラザホテル新潟

（２階）

県北豪雨災害 義援金・カンパ金
多くの支援が寄せられました

総額

1,974,157円
自宅被災の報告があった194名の組
合員へ、構成組織を通じ、カンパ金
を贈呈いたしました。
皆さまからの支援のご協力に深く感
謝いたします。
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０
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３
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12
月
３
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
２
０
２
３
年

度
連
合
新
潟
第
１
回
地
協
代
表

者
会
議
を
開
催
し
、
連
合
新
潟

と
各
地
域
協
議
会
の
代
表
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
牧
野
会
長
よ
り
、

12
月
１
日
に
連
合
が
開
催
し
た

第
89
回
中
央
委
員
会
で
確
認
さ

れ
た
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争

方
針
に
つ
い
て
触
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
高
に
よ
る
物
価

高
騰
が
生
活
に
打
撃
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
賃
上
げ
に
反

対
し
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
い

も
の
の
、
県
内
に
は
中
小
企
業

が
多
く
、
賃
上
げ
に
向
け
た
環

境
整
備
が
大
切
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
新
潟
の
運

動
方
針
に
掲
げ
る
重
点
分
野
３

項
目
、
推
進
分
野
３
項
目
の
中

か
ら
、
当
面
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
行
い
、
と
り

わ
け
、
頻
発
化
し
て
い
る
自
然

災
害
へ
の
取
り
組
み
強
化
や
、

衆
議
院
選
挙
の
新
区
割
り
対
応

な
ど
に
つ
い
て
密
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
連
合
運
動
の
推
進

と
、
顔
の
見
え
る
地
域
運
動
の

発
展
に
む
け
て
、
連
合
新
潟
と

７
つ
の
地
域
協
議
会
が
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


